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秋田の子どもや先生たちへ

地元秋田で今，大切にしていることは？

私は人のつながりに感謝しています。指導してくださっ

た先生方，いろんな人にお世話になってきました。一人で

は来られなかった道です。助けてもらって生きてきました。

今は，その分，自分にできることで秋田県に恩返ししてい

こうと思っています。このようなことを考えるようになっ

たのは大人になってからです。子どもの頃は，深く考える

こともなく遊んだり，勉強したり，バスケットボールに夢

中でした。

子どもたちに伝えたいことは？

何がよいのかは，行動してみなければ分らないと思います。

子どもたちには「動いてみなければ分らないことだよ。迷ったときには，先生方が道標

となってアドバイスしてくれるから行動してみよう」「まずは行動してみよう。そこから

学ぶことがあるよ。やらずに頭の中で処理していないかい？やらずに分ろうとしていない

かい？」と伝えたいです。

人生の進み方に関して

人の進む道は一本ではないと思うし，目的地に着くことが果たして成功なのだろうか，

と考えます。目的地に，直線で早く着くことが成功と考える人もいるし，回り道をして同

じ目的地に着く人もいるでしょう。同じ道でもゆっくり周りを見て歩けば時間もかかりま

す。ちょっと脇道に入ったら新たな発見があったりもします。同じゴールに着いたとき得

ているものが大きければ，それを成功といってよいのではないだろうかと思います。

先生方に

私は先生じゃないからよく分かりませんが，忙しくて大変そうに見えます。自分が子ど

もの頃の先生方は一緒に遊んでくれ，勉強も部活動もいつも一緒にいてくれました。側に

いて声をかけてくれたし，ちょっと失敗すると怒ってくれました。大人になったら怒って

くれる人がいないから不安です。これが責任をもって生きていくことにつながっていると

思います。今になると教室の授業よりもその他のことが思い出となって残っています。も

ちろん基礎学力をしっかり付けてくれたから，社会人として仕事をさせてもらっています

けどね（笑）
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小学校は，楽しいバスケットボールでした。バスケットボール以外でもよく遊んで

いました。自分たちがどれだけ強いのか弱いのかは分からず友だちと楽しんでいました。

今の小学生にも単純に楽しんでもらいたいと思います。年相応に経験していくことがある

はずです。

中学校で一番やった練習は，ボディコントロールでした。楽な練習はなかったけど，

基礎が大事だと認識してがんばってました。転機は，中２の全国大会で負けたことです。

中２で出場した全国大会で体力の違いを見せつけられ「今の自分では勝負にならない。ト

レーニングしなくてはいけない。」と気付きました。だから毎日，苦しい練習の後，家で

トレーニングを始めたのです。知識がなかったのでテレビで見たものをやったりトレーニ

ングの本を探したりしました。単純に悔しかったのだと思います。自分は弱いと知ったか

らこそ続けることができたのだと思います。シュート力がなかったと反省した友人はシュ

ート練習を繰り返していました。大人や高校生と試合をして負けると「何が足りないのか」

と考えるようにもなりました。「本当に勝ちたい」と思ったからできたことでした。中３

の春には，体幹が強くなり簡単にリングに手が届くなど努力の成果を自分で知ることがで

きたので，自信になりました。

今の中高生のバスケットボールを見て
ＮＢＡやＪＢＬ，ｂｊリーグなどすばらしいプレーを見る機会があり，恵まれていると

思います。実際に試合中すごいと思うプレーが見られます。ハイレベルなプレーを見るこ

とで発想も豊かになっているのでしょう。しかし，そのプレーが定着していないのが残念

です。原因は基礎がしっかりしていないからです。足りないものは自分自身が一番よく分

かっているはずです。パスは対人的なものだからミスが出てしまうのは仕方ないけれど，

シュートやドリブルは個人でいくらでも努力できるのに，なぜ，もっと磨こうとしないの

かと思います。続けて試合を見ていると全体的に上手になってはいるものの，個人の伸び

があまり見えてこないことが残念です。簡単に「勝ちたい」と言葉にはするものの，どん

な気持ちで言っているのかが大事なポイントではないでしょうか。

個性とは
私は仲間の優れている点を見ていました。その中で，自分のよさで勝負することが個人

もチームも伸びると考えていました。シュートやドリブルではかなわないと思ったからリ

バウンドやルーズボールでは人に負けないプレーをすると心がけて努力しました。人より

は優れたものをもちたいという小さなプライドだったのだと思います。周りと同じでなけ

ればいけないと焦って進むのではなく，自分のペースで磨きをかけていけばいいと思いま

す。そんな子どもたちを先生方に見守りながら育ててもらいたいですね。

大場さんが続けてきたバスケットボールを通して，今，思うこと


